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　　　　　　　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

　　　　　　　第１回 役員予定者会議  議事録
◆ 日  時 ：２０１０年９月１６日（木）
　　　　１８：３０～１９：１５
◆ 場　所 ：のゝ村
1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奥山 専務理事予定者

2. JCIクリード唱和                                 伊藤 委員長予定者
3. JC宣言文朗読ならびに綱領唱和                    中村 委員長予定者
4. 出席者の確認（敬称略）                           横山 事務局長予定者

理事長予定者　　　　　　　　船　橋　吾　一

直前理事長予定者　　　　　　荒　井　　寛　

副理事長予定者　　　　　　　野　口　雅　弘（遅参）
副理事長予定者　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長予定者　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長予定者　　　　　　　井　上　周　士

副理事長予定者　　　　　　　齊　藤　秀　昭（遅参）
専務理事予定者　　　　　　　奥　山　和　征
監事予定者                  齋　藤　秀　和

監事予定者                  鈴　木　慎　也（欠席）

監事予定者　　　　　　　　　高　橋　　大　

特別委員長予定者            菊　池　　学　

特別委員長予定者            後　藤　吉　伸（遅参）

室長予定者                  東海林　　仁　
室長予定者                  金　子　　明　（欠席）
室長予定者                  安　藤　太一郎

室長予定者                  三　沢　慶　洋

本部長予定者　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長予定者              　中　村　祥　之

委員長予定者　　　　　　　　佐　藤　貴　博（欠席）
委員長予定者　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長予定者　　　　　　　　酒　井　貞　和
委員長予定者　　　　　　　　中　村　正　利

委員長予定者　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長予定者　　　　　　　　豊　島　　宏

委員長予定者　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　佐　藤　淳　　（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　福　島　隆　之

部会長予定者　　　　　　　　會　田　智　弘

部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　洋　也（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　高　野　秀　哉（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　矢　口　正　則

財政局長予定者　　　　　　　田　牧　大　祐

事務局長予定者　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー予定者      岩　田　雄　治

会務セクレタリー予定者      狩　野　慎一郎

会務セクレタリー予定者　　　河　又　勇　人

会務セクレタリー予定者　　　菅　野　佑　吉

５．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　横山 隆太 事務局長予定者
理事会構成委員３１名に対し２１名の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

６．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
７．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　奥山　和征 専務理事予定者
８．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
ようやくこの日が訪れました。待ちに待った第一回役員予定者会議がやってまいりました。改めまして、２０１１年度社団法人山形青年会議所第５６代理事長予定者であります船橋吾一と申します。これから１年半になります。長い間でございますが何卒よろしくお願い致します。６月の第一回役員選考委員会から数えまして早３ヶ月が経過致しました。まず、私一人であったこの１１年度が専務理事、そして事務局となってきました。その後、正副会議などを重ねて皆様お一人お一人に私からお声掛けをさせて頂きました。そのお声掛けをしている中で、ある意味、私の考えが信念に変わっていったということを思い返しております。この３ヶ月間で学んだことは一人では何も出来ないということ。そして自分の思いを伝える難しさ、また、その思いを伝えて共有する難しさ、こんなことに日々思い悩み今日まで来ました。これから皆様に目にして頂く私の所信でございますが、人に大手を振って見せられるものではありませんけれども、２０１１年度にかける私の思いを精一杯綴ったものであります。すなわち私の信念に変わったものでありまして、その後の山形青年会議所の未来に向けたメッセージを入れさせて頂きました。私の人生は武道に始まりました。前にもお話をさせて頂きましたが、やはりこの言葉を口にするにあたりまして、正直申しあげて私は素晴らしい成績を残してきたわけではありません。たぶん、成績を残してからこそ語るべきであろうという風に思われる方もいらっしゃると思いますが、私の人生においていつも大切な位置に存在しておったのが私の武道であります。２００１年にある先輩からお声掛けを頂きまして、今度はＪＣという道に足を突っ込みました。以来、武道にも通じるこのＪＣの中でいろいろなものを勉強させて頂きました。来年、皆様ご存知の様に私はラスト４０歳の年でありますけれど、今までの人生の中で教わってきたものとあわせて、１０年間私が目にしてきたものや感じてきたこのＪＣというものを、皆様お一人お一人に私の言葉で是非伝えていきたいなと。そしてそれが次の世代に何かしら残していってもらえるものを私の口から態度から行動から皆様にお伝えしていきたいなと思っております。私たちＪＣの目標は明るい豊かな社会の創造であります。すなわち、私たちは活力ある山形の創造、これが一番大切であると私は思っております。この活動を行う、街づくりを行う私たちがまず輝いて活力満ちる組織になって、そしてそれが私たちの行動、事業を通して活力ある街、山形に結びついていくと信じております。その中で一つ、一番大切にしたいものがあります。所信に「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」という言葉を書かせて頂いております。みんなで一緒にやろうよ、進もうよという言葉であります。正直申しあげて、私たちの中期的ビジョン、街づくりの通過点でありますＡＳＰＡＣ、これがメンバー全員に伝わっていますでしょうか？なかなかご理解頂いていない、または知らないといったメンバーもいらっしゃるのでないでしょうか。そして、後ほど所信を見て頂ければと思いますが、来年度に向けて新たに踏み出そうとする部分もあります。正直申しあげて、問題点をいろいろ出してみればキリがないと思います。しかし、自ら前に進もうという旗を振り、皆さんとすべてを共有することが出来れば必ずや得るものがあると思います。１２０、１３０そのぐらいしか私たちメンバーはいません。その一人一人と関わってもそれほど時間はかからないと思います。それを惜しむことなく話をし、解決をし、解決できない部分もあると思います。そんなものもみんなと一緒に共有し、前に前に進める２０１１年度を自ら作っていきたいと思っております。一人ひとりお声掛けさせて頂いた理事の皆様と共に歩めるのが私の原動力であります。一緒になって２０１１年度突き進もうじゃありませんか。私はその羅針盤となるべく精一杯活動してまいります。皆様の来年度、本年度の活躍を祈念し、お願いし、冒頭の理事長としてのご挨拶に代えさせて頂きます。最後になりますが、すでに日本ＪＣ国際グループアジアアライアンス確立委員会の方で委員長予定者として野口雅弘君が活躍しております。併せて山形ブロック協議会会長予定者として荒井寛直前理事長がもうすでに活躍しております。その活動のご報告も併せてご挨拶に代えさせて頂きます。
９．直前理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　荒井 寛 直前理事長予定者
皆さんこんばんは。まずは第一回役員予定者会議の開催誠におめでとうございます。また、皆さんにおかれましても、先日の総会にて無事人事案件可決承認ということで大変おめでとうございます。言うまでもありませんが、総会で可決承認をされたということなので、是非そのことに対して大いなる責任と自覚を抱いて頂きたいと思っております。また、当然理事でありますので、理事にふさわしい発言、行動というものを心がけて頂きたいと思っております。またあわせまして強いリーダーシップを発揮して頂きたいと思っております。それなりの経験を積んで皆さんこの席に座っておられるので、当然これまで多くの先輩方の背中を見て、姿を見て活動されてきたと思われます。今度は特に初理事、委員長の皆さんは委員会メンバーから逆に見られるという立場になるわけであります。是非そのようなことも意識して頂きたいと思っております。皆さんの心の中にあるリーダーシップ像というのは皆さんそれぞれお持ちであると思いますのでここであえて申し述べませんが、ただ一つだけ言わせて頂けるのならば、どのような立場になろうとも奢ることなく高ぶることなくそして謙虚な姿勢で取り組んで頂きたいと思っております。委員会メンバーから頂く素朴な疑問や質問に懇切丁寧に説明受け答えをするということも大切でありますし、また時間を守る、しっかり連絡をする、約束を守る、こういった基本的なこと、これを行うとリーダーにとって必要不可欠な資質、要素でありますし、ぜひそのようなことも頭に入れて頂きながら、また、すべてのメンバーと共に助け合いながら支えあいながら活動を行っていく、そういった気持ちを持ってぜひ望んで頂ければと思っております。まずは予定者の段階で自分自身を高める、志を高く、自分に真剣に向き合って取り組む、そういった心構えで臨んで頂きたいと思いますし、そして何よりも船橋理事長から寄せられている期待を裏切らない。ぜひ様々な成果なるものをあげて頂きたいと思っております。それでは本日もまずは第一回ということで皆さん緊張されていると思いますけど、まずは懇親会まではその緊張感を保ってよろしくお願い致します。私のほうからは以上であります。

１０．議事　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征　専務理事
【討議事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下、『予定者』表記を割愛）

　　　　　

討－０１　２０１１年度　理事長所信（案）に関する件

【所信読み上げ】　　　順番　①伊藤健二委員長②酒井貞和委員長③中村正利委員長④豊島宏委員長

　　　　　　　　　　　　　　⑤鈴木力委員長⑥遠藤智弘委員長⑦福島隆之部会長⑧會田智弘部会長
　　　　　　　　　　　　　　⑨矢口正則部会長⑩田牧大祐財政局長⑪横山隆太事務局長

船橋理事長【コメント】

補足することはないが、冒頭の挨拶ですべて話させて頂いた。要は、活力ある山形を創造するために何をすべきなのかということをこの文章の中に入れた。そして「夢を現実にするために」という言葉をすべてのセンテンスに入れた。それが夢、中期的ビジョン、街づくりの一つであるＡＳＰＡＣを実現し、山形の活力に結びつけていこう。それを「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」という言葉のもと、皆でやっていこうという所信である。

【報告依頼事項】
報告－１　諸議会運営について
横山事務局長【説明】
報告－２　委員会配属会議について
横山事務局長【説明】
報告－３　今後のスケジュールについて
横山事務局長【説明】
１１．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征　専務理事
　　　第２回役員予定者会議２０１０年１０月６日（水）１８：３０～　場所：山形国際交流プラザ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形ビッグウイング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４階会議室４０１

１２．監事講評

齋藤　秀和　監事

お疲れ様でございます。２０１１年度監事予定者を拝命しております齋藤秀和でございます。まずは第１回役員予定者会議、誠にお疲れ様でございました。皆様の顔ぶれを見てみますと緊張感があっていい感じだなと感じた次第であります。今日初めて、船橋次年度の所信を皆様で一読したわけでありますが、理事長所信というのは皆様ご存知の通り、当該年度のＪＣ運動の指針でありますとかまた理事長の思い、情熱を書き記したものでございます。バージョンを今日のところでもう１５ということで、何度も何度も書きあげてその思いを込めた文章であります。ぜひ皆様も所信を何度も何度も読み返して頂いて、２０１１年度の活動の指針、また理事長の思いをくみ取って頂き活力にして頂きたいと思います。ＪＣ活動というのはその性質上、単年度ということもあって役職を演じるということが必要になってきます。役職、英語で言いますとＲＯＬＬ、演じるはＰＬＡＹ、ＲＯＬＬＰＬＡＹＩＮＧというわけでございますがこの予定者の段階でいかに修練、その中で経験を重ねて頂いて、皆さんの資質のレベルを上げて頂くことが２０１１年度の大いなるスタートの大切な時間であります。この貴重なたった３ヶ月半しかありませんがこの貴重な予定者の段階で、２０１１年度のスタートを切れるよう、自身と経験を積んで頂きたいと思っております。まずは本日の予定者会議大変お疲れ様でございました。「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」皆さん一緒に頑張っていきましょう。
高橋　大　監事
皆さんこんばんは。長時間の会議お疲れ様でございました。同じく次年度監事予定者を拝命しております高橋大と申します。どうか一年間よろしくお願い致します。思い起こせば私も昨年度初めてこの予定者会議というものに出席させて頂きました。その時も初めてということで大変緊張したのを覚えております。あれからもう一年たってしまったんだなと考えにふけながらこの会議に出席していたわけですが、まさかその一年後このような場所から私が話をするという羽目というかことになるとは一年前は想像しておりませんでした。私も初理事の皆様と同じように緊張しております。先ほど齋藤監事のお話でもあったように、理事長所信というのは来年度の山形青年会議所のあるべき方向を示しているものでございます。これからグループ方針などいろいろ議案を書く際には、この方針から外れないようにすべてを構築していく必要がございます。これから予定者が繰り返されますが、どういった方向に議案を作っていったらいいのだろうとか、指針を作っていったらいいのだろうといった時には、必ずこの所信の中に答があるはずでございますので、壁にぶち当たった時には所信に立ち返ってというのが、今年一年委員長をさせて頂いた中でのささやかなアドバイスになるのではないかと思います。私も来年度が卒業年度ということで、これまでも５年間精一杯頑張ってきたつもりではいるのですけど、あいつ最後だから手を抜いているんじゃないかと言われないように、皆様と一緒になって船橋理事長のもと共に歩ませて頂きたいと。私も人前でしゃべるのが大変苦手なものですから大変いい機会を頂いたと考えております。私も皆様とともに１年間成長してまいりたいと考えておりますので、監事ということでご指導ご鞭撻お願いしますというのはおかしいですが、気づいたことがあればどんどん私の方に言って頂きたいと思います。どうかよろしくお願い致します。

１２．閉会　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征　専務理事
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